
※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 

要綱様式第１号-２ 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ

氏 名 

タカダ ケイコ

写真 

3.5×4.5cm 

派 遣 希 望 区 □市内全域 □（ 区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 

地域まちづくりプラン 地域まちづくりルール地

地区計画 建築協定   景観計画   景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善 防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等） 防犯 水・緑・環境

歴史・文化・アート 空き家・空き地の利活用 商店街活性化 

狭あい道路整備 耐震改修 共同建替 コミュニティの再生

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業  ICT・WEB の活用 

その他（ ） 

 

支援専門分野

の内容・支援 

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

防災まちづく

り等 

密集市街地の

改善 

西区 

東久保町 

平成31年度～令和2

年度 

・東久保町夢まちづくり協議会地域まちづくりプラン

認定変更支援

平成19年12月「東久保町防災まちづくり計画」から

時代状況は大きく変化し、未だに解決できていない課

題も残っていることから『新防災まちづくり計画』改

正案の作成を支援。アンケートやまちづくり検討会等

での検討を支援し、地域住民等の意見を集約し、新防

災まちづくり計画の作成、修正及び関係資料の作成等

を行い、地域まちづくり推進委員会の承認を得た。 

その他 

地域福祉（高

齢者・障がい

者・子育て支

援等） 

泉区 令和元年9月～ 

令和2年3月 

・地域福祉保健計画策定・推進検討会の運営支援

板書と記録の見える化

・資料の作成

泉区地区別データ（人口、高齢化等）整理解析

区民意識調査の地区別分析

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 
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※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 

要綱様式第１号-２ 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

ルール又は プラ

ンづくり等

鶴見区 神奈川

区 西区 南区 

港南区 保土ヶ

谷区 旭区 磯

子区 金沢区 

緑区 青葉区 

都筑区 戸塚区 

栄区 

平成30年度～31年

度 

協働の「地域づくり大学校」アンケート調査集計分析 

・18区で実施している、協働の「地域づくり大学校」

の卒業生を対象に行ったアンケート調査について、集

計分析を行い、分析結果をもとに、講座内容や卒業後

の支援など事業のあり方について改善提案を行った。

・調査は、①各区の実施手法（対象者、エリア、講座

内容、卒業後の支援等）の違いによる傾向、②満足度

から見る受講者の傾向、③新たな活動や既存の活動の

拡充につながらない理由・傾向等の項目で分析した。

ルール又は プラ

ンづくり等

都筑区 平成29年度～30年

度 

・都筑区における区民文化センター基本構想検討委員

会の運営支援と記録、資料作成、及び基本構想の提案

立地ゾーンとの関連付けと施設構成事例調査 

都筑区文化活動団体調査 

基本構想の提案 

・市民アイデアミーティング（２回実施）の運営支援

と記録の作成

 課題の整理と市民アイデアの空間ビジュアルイメー

ジ化 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

◆地域におけるまちづくりとは、普通に暮らすひと、家族、また、そこに働く場を持って日々過ごしてい

るひとが、「あれ？」と感じる問題の中で、他者との関係性からでも巡りめぐってまちのハードに関わっ

てくる「課題」を解決してゆくことであると考えます。

◆コーディネーターの役割とは、地域に在る人々と共に問題から課題へと整理する導きのスキル、そこに

暮らす人びとに抱かれている「想い」の発現化、そして課題を解決しながら、想いをプランとして描くサ

ポート、描かれたプランを「動き」へと運ぶ支援、そして「動き」を継承してゆくことができるよう地域

に在る人々と「仕組み」として残すことだと考えます。

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 
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